
「花散り舞う」天野山金剛寺 （令和 4 年度観光写真コンクール入賞作品 ）

　令和５年 12 月第４回定例会が 12 月１日から 12 月
20 日までの 20 日間開かれました。
　議員からは、下水サーベイランス事業の実施を求め
る意見書等の決議案２件が提出され、全会一致で可決
されました。
　市長からは、河内長野市胃内視鏡検診運営委員会設

置条例の制定について等の条例案15件、一般会計など
の補正予算案12件、人権擁護委員の推薦等の人事案１
件、公の施設（寺ケ池公園）の指定管理者の指定につい
て等のその他案2件の合計30件の議案が提出されま
した。これらは、いずれも可決（適任と）されました。

（議案等の概要は 2 〜 3 頁に、意見書は 10 頁に掲載）

令和 5 年  12 月定例会

■消防広域化に伴う関係条例の整備に関する条例を制定
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令和6年3月1日   第263号

議案等の概要

3頁に続く

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

諮　問 
第２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

適任と 
認める 黒田良子氏、西野英紀を推薦。

議　案 
第６３号

河内長野市胃内視鏡検診運営委員会設
置条例の制定について 可決

市民を対象とした胃がん検診について、令和７年度から胃内視鏡検診の導入を予定
しており、検診の運営については、厚生労働省の指針において、地域の医師会や検
診機関等で構成された委員会を設置することが望ましいとされていることから、胃
内視鏡検診が適正かつ安全に運営されるよう、審査を行う附属機関を新たに設置
するため、本条例を制定する。

議　案 
第６４号

河内長野市開発事業の手続等に関する条
例の制定について 可決

宅地造成等規制法の改正等に対応するため、本条例の全部を改正する。主な内容と
して、法の名称及び同法を引用している条項を改める。また、都市再生特別措置法で
規定されている届出を本条例に明記するとともに、必要な指導又は助言を行うこと
ができるよう規定を追加するほか、小規模開発事業について、関係各課への協議等
が重複することから事前協議制から届出制に変更する。

議　案 
第６５号

消防広域化に伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定について 可決

消防の広域化に伴い、富田林市、河内長野市、柏原市、羽曳野市、藤井寺市、太子町、
河南町及び千早赤阪村の消防団事務を除く、消防事務を共同処理するため、令和６
年４月１日に大阪南消防組合を運用開始することから、関係条例の整備を行う。

議　案 
第６６号 河内長野市印鑑登録条例の改正について 可決

印鑑登録証明書のコンビニ交付サービスにおいて、従来の個人番号カードに加え、
電気通信事業法に規定する移動端末設備、いわゆるスマートフォンでも交付を可能と
するよう本条例を改正する。

議　案 
第６７号

河内長野市会計年度任用職員の採用等
に関する条例の改正について 可決

地方自治法の改正を踏まえ、本条例を改正する。内容としては、任期の定めが６月以
上であるパートタイム会計年度任用職員に対し、勤勉手当を支給する。また、現在は
無給で付与している会計年度任用職員の病気休暇を有給とする。

議　案 
第６８号

河内長野市日野地区環境整備基金条例
の改正について 可決 日野地区の環境整備事業等に要する資金に充てるために設置された基金の一部を取

り崩し、テレビ路上電波測定調査の事業に充てるべく、本条例を改正する。

議　案 
第６９号

河内長野市手数料徴収条例の改正につい
て 可決

宅地造成等規制法が改正され、規制対象、法律名等が変わるとともに、現在手数料
を徴収している事務を令和６年４月１日から府が行使することになることから、所要
の改正を行うため、本条例を改正する。

議　案 
第７０号

河内長野市空家等の適正な管理に関する
条例の改正について 可決

空家等対策の推進に関する特別措置法が改正されたことに伴い、本条例を改正する。
主な内容として、空家等の所有者等の責務について、国又は市の施策に協力する努力
義務を追加する。また、空家等の調査について、当該空家等の所有者等に対し報告を
求めることが出来る旨の規定を追加するもののほか、条項ずれ等、所要の改正を行う。

議　案 
第７１号

河内長野市水道事業給水条例の改正に
ついて 可決

水道法の改正に伴い、本条例を改正する。内容としては、厚生労働省の所管である水
道行政が環境省及び国土交通省に移管されるにあたり、水道法の条文内に記載の省
令が変更されることから、本条例における水道法を引用する条項の改正を行う。

議　案 
第７２号

河内長野市消防手数料徴収条例の改正
について 可決 高圧ガス保安法の改正に伴い、本条例を改正する。内容としては、完成検査の特例とし

て、認定高度保安実施者制度に係る条文が同法に新設されるため、本条例を改正する。

議　案 
第７３号

公の施設（寺ケ池公園）の指定管理者の
指定について 可決

現在、野球場、プール、庭球場及び下里運動公園を除く本市都市公園等の管理運営
については、公益財団法人河内長野市公園緑化協会を指定管理者に指定し、施設運
営を行っているが、その指定期間が令和６年３月３１日をもって終了するため、令和６
年４月１日から令和１１年３月３１日までの本市都市公園等の指定管理者について、魅
力向上・賑わい創出を図る寺ケ池公園と、効率的かつ効果的な管理運営を目指す都
市公園等に分けてそれぞれ指定管理者を公募し審査した結果、寺ケ池公園について
はシダックス大新東ヒューマンサービス株式会社、都市公園等については公益財団
法人河内長野市公園緑化協会を指定管理者の候補者として最も適した団体であると
認められたことから、これらの団体を指定管理者としてそれぞれ指定する。

議　案 
第７４号

公の施設（都市公園等）の指定管理者の
指定について 可決

議　案 
第７５号

令和５年度河内長野市一般会計補正予算
（第５号） 可決

歳入歳出予算、継続費、繰越明許費、債務負担行為及び地方債の補正。歳入歳出
それぞれ２億 2,373 万２千円の追加で、予算総額は、413 億 406 万３千円となる。
主な歳出は、人事異動や退職等に伴う人件費の増減、マイナンバーカードへの振り
仮名表記等に対応するため、住民情報システム等の改修に要する費用、子ども医療
費の増加、生活保護の医療扶助の増加、日野地区におけるテレビ路上電波測定調
査に対する交付金、道路台帳図や地形図の電子化等に要する委託料、高機能消防
指令センター消防広域化改修負担金の減額、令和５年６月の大雨により、被災した
各施設の復旧工事に要する費用等。

 令和５年度河内長野市一般会計補正予算
（第５号）に対する修正案 否決 ①寺ケ池公園管理運営業務委託料を減額する。②当該業務にかかる債務負担行為

を削除する。

議　案 
第７６号

令和５年度河内長野市国民健康保険事業
勘定特別会計補正予算（第２号） 可決 歳入歳出予算の補正。歳入歳出それぞれ７９万７千円の減額で、予算総額は127億

7,513万１千円となる。歳出は、当該会計支弁職員の人事異動等に伴う人件費の補正。

議　案 
第７７号

令和５年度河内長野市介護保険特別会計
補正予算（第２号） 可決

歳入歳出それぞれ1,486万円の増額で、予算総額は123億1,167万２千円となる。
歳出は当該会計支弁職員の人事異動等に伴う人件費の減額補正並びに令和６年４月
介護保険法改正に伴う電算システム改修費用の増額補正。

議　案 
第７８号

令和５年度河内長野市水道事業会計補
正予算（第１号） 可決 収益的支出905万９千円の増額、資本的支出1,186万２千円の減額。予算総額は

収益的支出23億1,344万８千円、資本的支出18億644万３千円となる。
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2頁から続く

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

議　案 
第７９号

令和５年度河内長野市下水道事業会計補
正予算（第１号） 可決 収益的支出413万４千円の減額、資本的支出242万１千円の減額。予算総額は収

益的支出30億6,084万４千円、資本的支出25億7,933万９千円となる。

議　案 
第８０号

河内長野市一般職の任期付職員の採用
等に関する条例及び一般職の職員の給
与に関する条例の改正について

可決
人事院勧告を鑑みて行われた国家公務員の給与改定並びに府内各市の状況を勘案
し、本市職員の給与の改定を行う。主な内容として、一般職の職員の給料月額につい
て平均1.2％引き上げる等。

議　案 
第８１号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の改正について 可決 特別職の給与改定の状況等を勘案し、改正を行う。内容としては、期末手当の年間の

支給割合を4.4月分から4.5月分に引き上げる等。

議　案 
第８２号

特別職の職員の給与に関する条例の改正
について 可決 一般職の職員の給与改定の状況等を勘案し、改正を行う。内容としては、期末手当の

年間の支給割合を4.4月分から4.5月分に引き上げる等。

議　案 
第８３号

河内長野市手数料徴収条例の改正につい
て 可決 戸籍法の改正に伴い、戸籍謄本等の広域交付や、戸籍電子証明書提供用識別符号の制

度等が開始されることから、これらの手数料の規定を整備するため、本条例を改正する。

議　案 
第８４号

河内長野市国民健康保険条例等の改正
について 可決

現在、非自発的失業者に係る国民健康保険料軽減の対象者を把握する際、雇用保険
受給資格者証により確認をしていたが、同様の内容を記載した雇用保険受給資格通
知においても確認することができるよう規定を改める等。

議　案 
第８５号

令和５年度河内長野市一般会計補正予算
（第６号） 可決

歳入歳出予算の補正。歳入歳出それぞれ6,839万１千円を追加し、予算総額は413
億7,245万４千円となる。歳出としては、給与改定等に伴う人件費及び各特別会計
への繰出金を計上。

議　案 
第８６号

令和５年度河内長野市国民健康保険事業
勘定特別会計補正予算（第３号） 可決 歳入歳出予算の補正。歳入歳出それぞれ117万円を追加し、予算総額は127億

7,630万１千円となる。歳出としては、給与改定に伴う人件費を計上。

議　案 
第８７号

令和５年度河内長野市介護保険特別会計
補正予算（第３号） 可決 歳入歳出予算の補正。歳入歳出それぞれ156 万４千円を追加し、予算総額は123

億 1,323 万６千円となる。歳出としては、給与改定に伴う人件費を計上。

議　案 
第８８号

令和５年度河内長野市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号） 可決 歳入歳出予算の補正。歳入歳出それぞれ22 万円を追加し、予算総額は26 億

1,969 万３千円となる。歳出としては、給与改定に伴う人件費を計上。

議　案 
第８９号

令和５年度河内長野市水道事業会計補正
予算（第２号） 可決 収益的支出284万２千円の増額。資本的支出79万８千円の増額。予算総額は、収

益的支出23億1,629万円、資本的支出18億724万１千円となる。

議　案 
第９０号

令和５年度河内長野市下水道事業会計補
正予算（第２号） 可決 収益的支出163万４千円の増額。資本的支出66万１千円の増額。予算総額は、収

益的支出30億6,247万８千円、資本的支出25億８千万円となる。

議　案 
第９１号

令和５年度河内長野市一般会計補正予算
（第７号） 可決

歳入歳出予算及び繰越明許費の補正。歳入歳出それぞれ12億630万３千円の追加
で、予算総額は425億7,875万７千円となる。国の補正予算措置による「物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金」を有効に活用し、物価高騰の影響を受けている生
活者や事業者に対する支援及び住民税均等割非課税世帯に対する給付金の支給の
ために必要な経費について予算を計上。主な歳出は、地域公共交通事業者への支援、
福祉サービス事業所等に支援金の給付、住民税均等割非課税世帯に対し一世帯あた
り７万円の給付、「モックルコイン」を20歳以下の市民1人につき１万円分発行、市内
中小企業等に対する支援等。

決議案 
第９号

下水サーベイランス事業の実施を求める
意見書 可決

決議案 
第１０号

脱炭素と自然再興に貢献する循環型経済
の推進を求める意見書 可決

議案等に対する各議員の態度(全会一致でない議案等の賛否）　　　　　○:賛成　●:反対　欠:欠席

議案等
番　号 件　　名 議決

結果

自民党・市民クラブ・
無所属議員の会 公明党 大阪維

新の会 日本共産党 会派に所属
しない

奥
村
　
　
亮 

道
端
　
俊
彦

堀
川
　
和
彦

峯
　
満
寿
人

桂
　
　
　
聖

奥
井
　
良
一

浦
山
　
宣
之

三
島
　
克
則

大
原
　
一
郎

西
田
　
善
延

吉
竹
　
英
行

駄
場
中
大
介

宮
本
　
　
哲

丹
羽
　
　
実

工
藤
　
敬
子

若
林
　
　
靖

土
井
　
　
昭

議　案 
第７３号

公の施設（寺ケ池公園）の指定管理者の指定につ
いて 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　　

長

○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

議　案 
第７５号

令和５年度河内長野市一般会計補正予算（第５
号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同予算に対する修正案 否決 ● ● 欠 ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ●

議　案 
第８１号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の改正について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第８２号

特別職の職員の給与に関する条例の改正につい
て 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和6年3月1日   第263号

　12月12日と13日の2日間、15人の議員による
一般質問を行いました。本紙に掲載しているのは、質
問及び答弁の要点を広報委員会がまとめたものです。
また、紙面の都合で質問及び答弁の一部しか掲載し
ていません。全文は2月下旬に発行している会議録を
ご覧ください。会議録は市役所1階の情報コーナー
や図書館等でご覧になれます。
　また、市のホームページにも掲載しています。

一般質問

災
害
に
備
え
て
。

問
　
令
和
5
年
10
月
21
日
に

開
催
し
た
防
災
キ
ャ
ン
プ
の

状
況
と
今
後
の
展
開
は
。

答
　

1
泊
2
日
で
社
会
福
祉

協
議
会
の
主
催
に
て
開
催

さ
れ
た
。高
校
生
防
災
士
に

よ
る
講
座
、気
象
予
報
士
に

よ
る
天
気
講
座
の
ほ
か
、非

常
食
の
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
に

よ
る
調
理
や
実
食
等
が
行
わ

れ
、同
協
議
会
は
今
後
も
事

業
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い

る
。市
と
し
て
も
、地
域
の
自

治
会
等
で
実
施
さ
れ
る
防
災

訓
練
を
は
じ
め
、様
々
な
防

災
に
関
す
る
取
組
み
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

問
　
ペ
ッ
ト
防
災
に
つ
い

て
。①
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装

着
の
周
知
啓
発
、情
報
登
録

の
促
進
は
。②
ペ
ッ
ト
同
行

避
難
訓
練
と
飼
育
場
所
運
営

の
開
設
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト

の
設
置
は
。

答
　
①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
装
着
と
情
報
登
録
を
呼
び

か
け
て
い
る
。ま
た
、市
内
動

物
病
院
等
に
配
架
し
て
い
る

「
た
す
か
る
ノ
ー
ト
」で
は
、

飼
い
主
に
対
し
て
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
装
着
を
含
め
、飼
い

主
と
ペ
ッ
ト
が
災
害
時
に
共

に
助
か
る
た
め
の
備
え
を
促

す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。②

他
県
の
事
例
等
を
研
究
し
、

様
々
な
状
況
の
避
難
者
の
受

入
れ
体
制
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
に
も
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
。

問
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト（
※
1
）

や
介
護
対
応
ベ
ッ
ド
、車
椅

子
対
応
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト

イ
レ
を
公
共
施
設
等
に
増
設

を
。

答
　
既
存
設
備
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
を
注
視
し
、利
用
者

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

限
ら
れ
た
便
房
ス
ペ
ー
ス
に

て
適
正
な
整
備
を
図
っ
て
い

く
。

問
　
移
動
手
段
や
案
内
、ト

イ
レ
の
情
報
発
信
の
支
援

は
。

答
　
安
心
し
て
外
出
で
き
る

よ
う
環
境
整
備
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。今
後
も
、関
係
機

関
と
連
携
し
支
援
に
努
め
て

い
く
。

公
明
党

　
三
島
　
克
則

誰
に
対
し
て
も
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

個人質問

 ※1　オストメイト…様々な病気や事故などにより、お腹に排泄のための『ストーマ（人工肛門・人工膀胱）』を造設した人

市
民
に
負
担
の
少
な
い
ご
み

収
集
の
改
善
を
。

問
　
戸
別
収
集
の
一
つ
で
あ

る
ふ
れ
あ
い
収
集
の
条
件
緩

和
に
よ
る
拡
充
を
。

答
　
認
定
基
準
の
一
つ
で
あ

る
要
介
護
度
の
基
準
緩
和
に

つ
い
て
、要
支
援
ま
で
広
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討

を
進
め
て
い
る
。ま
た
、高
齢

者
だ
け
で
な
く
、病
気
や
け

が
、妊
娠
な
ど
で
ご
み
の
排

出
が
困
難
な
世
帯
に
つ
い
て

も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

対
象
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

問
　
段
ボ
ー
ル
や
古
紙
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
無
料
集
積

場
所
を
公
共
施
設
や
市
有
地

に
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　
火
災
等
の
心
配
や
、ア

ク
セ
ス
が
良
く
、一
定
の
広

さ
が
あ
る
等
の
条
件
を
揃
え

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
市
の
事
例
等
、動
向
を
注

視
し
た
い
。

寺
ケ
池
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
進
め
よ
。

問
　
赤
峰
市
民
広
場
の
産
業

用
地
化
や
、市
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
・
健
康
志
向
で
寺
ケ
池

公
園
の
利
用
価
値
を
高
め
る

た
め
の
改
修
が
必
要
で
あ
る
。

駐
車
場
の
増
設
と
遊
具
の
拡

充
や
多
目
的
ス
テ
ー
ジ
の
設

置
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

答
　
令
和
6
年
度
に
寺
ケ
池

公
園
の
目
指
す
べ
き
公
園
像

を
明
確
化
し
、年
齢
層
に
応
じ

た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、様
々

な
世
代
に
満
足
い
た
だ
け
る

公
園
整
備
に
向
け
た
計
画
策

定
を
行
う
予
定
。駐
車
場
の
増

設
や
遊
具
の
拡
充
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、効
率
的
か
つ

効
果
的
な
公
園
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。併
せ
て
多
目

的
ス
テ
ー
ジ
の
設
置
に
つ
い

て
、施
設
の
必
要
性
等
を
考
慮

し
、検
討
を
行
っ
て
い
く
。駐

車
場
に
つ
い
て
は
、で
き
る
だ

け
早
く
工
事
に
着
手
し
た
い
。

市
立
市
民
総
合
体
育
館
の
改

修
と
設
備
充
実
を
。

問
　
競
技
場
な
ど
に
空
調
設

備
の
早
期
導
入
を
。

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　  

桂
　
　
　
聖

誰
も
が
楽
し
め
る
公
園
と
新
し
い
ご
み
収
集

個人質問

いつでも捨てられる古紙や
ペットボトルの集積場所の設置を

バリアフリートイレの増設を
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個人質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

市
民
満
足
度
を
高
め
る
公
園

等
緑
地
管
理
体
制
に
つ
い
て
。

問
　
地
元
事
業
者
や
各
自
治

会
と
の
良
好
な
協
力
関
係
の

構
築
、公
園
台
帳
の
整
備
更

新
、作
業
方
法
・
履
行
回
数
見

直
し
等
に
よ
る
効
率
化
、刈

り
草
・
剪
定
枝
等
、残
材
処
理

費
の
削
減
を
問
う
。

答
　
適
切
な
植
栽
管
理
が
で

き
る
市
内
造
園
事
業
者
に
平

等
に
受
託
の
機
会
を
設
け
、良

好
な
協
力
関
係
を
構
築
す
る

計
画
を
行
っ
て
い
る
。作
業
効

率
に
つ
い
て
は
、市
と
指
定
管

理
者
が
密
接
に
連
携
し
、さ
ら

な
る
効
率
化
に
努
め
る
。残
材

処
理
は
、リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

堆
肥
づ
く
り
の
継
続
に
加
え
、

新
た
な
方
法
を
研
究
す
る
。公

園
台
帳
は
、紙
ベ
ー
ス
に
加

え
、電
子
デ
ー
タ
の
整
備
を
実

施
し
て
い
る
。

問
　
ア
ド
プ
ト
・
パ
ー
ク
事

業
の
推
進
や
高
齢
者
・
障
が

い
者
等
雇
用
支
援
事
業
の
実

施
に
よ
る
地
域
貢
献
・
市
民

協
働
事
業
の
推
進（
公
園
の

雑
草
対
策
と
し
て
の
改
良
イ

ワ
ダ
レ
ソ
ウ
の
植
栽
等
）を

図
れ
。

答
　
ア
ド
プ
ト
・
パ
ー
ク
事

業
の
さ
ら
な
る
推
進
、提
案
を

受
け
た
雇
用
支
援
事
業
の
実

施
に
向
け
た
研
究
を
行
う
。

大
師
町
楠
翠
台
自
治
会
、日
東

町
楠
台
自
治
会
地
域
の
移
動

支
援
に
つ
い
て
。

問
　
電
動
カ
ー
ト
1
台
で
実

証
実
験
を
し
て
い
る
が
、需

要
数
の
推
計
や
、す
で
に
楠

翠
台
で
運
行
の「
ひ
ま
わ
り

号
」と
の
す
み
分
け
は
問
題

な
い
か
。

答
　
約
1
年
間
の
実
証
実
験

を
踏
ま
え
、地
域
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
機
運
醸
成
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
の
取
組
の

必
要
性
を
認
識
し
、住
民
・
事

業
者
等
と
会
議
を
継
続
し
て

い
る
。「
ひ
ま
わ
り
号
」と
も

運
行
を
補
完
す
る
形
で
密
に

連
携
を
取
り
な
が
ら
、地
域
内

移
動
支
援
を
展
開
し
て
い
く
。

利
用
者
の
間
で
酷
評
さ
れ
て

い
る
市
立
三
日
市
市
民
ホ
ー

ル
の
業
務
改
善
策
に
つ
い
て
。

※1　コールセンター…電話を使って顧客とコミュニケーションをとる拠点。
※ 2　コンタクトセンター…これまで一般的だったコールセンターとは異なり、電話のほか、Eメール、SNS、チャットなど、さまざまな方法で顧客とコミュニケーションを行う拠点。

持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
つ

い
て
。

問
　
多
く
の
問
合
せ
が
寄
せ

ら
れ
る
市
民
か
ら
の
相
談
等

の
対
応
に
課
題
が
あ
る
。市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業
務
効

率
化
の
た
め
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
※
1
）・
コ
ン
タ
ク
ト

セ
ン
タ
ー（
※
2
）が
必
要
と

考
え
る
が
、そ
の
導
入
に
つ

い
て
。

答
　
必
要
性
や
効
果
、費
用

等
、先
進
事
例
を
収
集
し
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

と
の
統
合
、水
道
事
業
の
統

合
に
向
け
て
の
検
討
協
議
に

関
す
る
覚
書
の
締
結
の
見
送

り
に
つ
い
て
。

答
　
上
下
水
道
事
業
は
大
幅

な
収
益
の
減
少
が
続
く
と
見

込
ん
で
お
り
、非
常
に
厳
し

い
経
営
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
。引
き
続
き
、他
市
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
検
討
、協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問
　
市
民
の
個
人
情
報
の
安

全
性
が
損
な
わ
れ
た
受
託
者

に
お
け
る
個
人
情
報
漏
え
い

問
題
に
つ
い
て
。

答
　
市
民
へ
多
大
な
迷
惑
と

心
配
を
お
か
け
し
、深
く
お
詫

び
す
る
。今
後
、必
要
に
応
じ

て
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

市
民
に
寄
り
添
っ
た
地
域
課

題
の
解
決
に
つ
い
て
。

問
　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
、市
販
薬

の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ（
過
剰
摂

取
）及
び
大
麻
グ
ミ
の
使
用
が

拡
大
し
て
い
る
。児
童
へ
の
危

険
を
理
解
さ
せ
る
教
育
が
大

切
だ
と
考
え
る
が
、学
校
の
現

場
で
は
ど
の
よ
う
な
啓
発
を

し
て
い
る
の
か
。

答
　
薬
物
を
勧
め
ら
れ
た
と

き
の
対
処
方
法
を
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
で
生
徒
に
意
識
づ

け
る
等
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

問
　
政
治
的
な
発
言
や
行
動

が
教
育
現
場
、学
校
の
式
典
で

問
題
に
な
っ
て
い
る
。教
育
の

政
治
的
中
立
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
て
い
る
の
か
。

答
　
常
に
学
校
の
校
長
会
等

で
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　
　
道
端
　
俊
彦

住
民
の
満
足
度
を
上
げ
る
行
政
運
営
を
行
え

個人質問

公
明
党

　
大
原
　
一
郎

市
民
の
た
め
の
行
政
運
営
に
立
ち
返
れ

個人質問

住民が自分のまちをよりよくするため住
民が主体的にまちづくりに参加する取り
組みによって、自ら行動する意識が高ま
り、満足度が高まる

改良イワダレソウに覆われた
公園の様子

自
治
会
の
担
い
手
不
足
の
解

決
を
。

問
　
こ
の
20
年
間
、退
職
さ

れ
た
団
塊
の
世
代
の
力
で

住
民
自
治
活
動
は
大
き
く
発

展
し
て
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、2
0
2
5
年
問
題
を

前
に
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
。現
状
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答
　
役
員
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
な
ど
問
題
等
が
深
刻

化
し
て
い
る
が
、持
続
可
能

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
時
間
が
か
か
っ
て
も
、

課
題
解
決
に
向
け
一
軒
一
軒

自
治
会
を
訪
問
し
、悩
み
の

聞
き
取
り
を
。

答
　
職
員
の
数
に
限
り
が
あ

る
。ま
ず
は
交
流
会
の
中
で
、声

を
聞
く
機
会
を
増
や
し
た
い
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用

し
、市
内
自
治
会
の
実
態
や

取
り
組
み
の
状
況
、回
覧
の

デ
ジ
タ
ル
化
・
ニ
ュ
ー
ス
・

公
園
の
草
刈
り
・
訃
報
な
ど
、

情
報
共
有
を
さ
ら
に
進
め
、

自
治
会
運
営
の
参
考
に
で
き

る
よ
う
に
。

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
で

き
る
だ
け
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
情
報
共
有
を
行
い
た
い
。

問
　
公
園
の
草
刈
り
が
負
担

に
な
っ
て
い
る
自
治
会
と
草

刈
り
を
し
て
い
な
い
自
治
会

が
あ
る
。公
園
機
能
の
維
持
は

市
の
仕
事
で
あ
る
。全
て
の
公

園
の
実
態
を
つ
か
む
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
　
実
態
は
つ
か
ん
で
い
な

い
。指
定
管
理
者
に
、回
数
を

増
や
す
と
こ
ろ
、減
ら
す
と

こ
ろ
の
配
慮
を
行
う
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

補
聴
器
購
入
補
助
の
実
施
を
。

問
　

6
月
議
会
で
請
願
が
可

決
さ
れ
た
。新
年
度
予
算
で

の
実
施
見
通
し
は
。

答
　
令
和
6
年
度
実
施
に
向

け
て
検
討
中
。制
度
設
計
は
、

請
願
団
体
と
協
議
し
、利
用

者
の
視
点
に
立
っ
た
も
の
に

努
め
る
。

赤
峰
バ
ス
停
付
近
に
、ベ
ン

チ
の
設
置
を
。

日
本
共
産
党

　
駄
場
中
　
大
介

次
世
代
に
引
き
継
げ
る
ま
ち
に

個人質問

だれもが住みよいまちに
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令和6年3月1日   第263号個人質問

大
阪
維
新
の
会

　
吉
竹
　
英
行

人
材
・
施
設
、次
へ
の
ス
テ
ッ
プ

個人質問

物
価
高
騰
に
対
す
る
本
市
の

経
済
対
策
に
つ
い
て
。

問
　
物
価
高
の
影
響
が
直
撃

し
て
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る

低
所
得
世
帯
の
方
々
へ
の

7
万
円
給
付
に
つ
い
て
早

く
給
付
出
来
な
い
の
か
。

答
　
で
き
る
だ
け
早
期
の

給
付
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
減
税
と
給
付
そ
れ
ぞ
れ

の
対
象
の
狭
間
に
い
る
方

に
対
し
て
の
周
知
徹
底
と

丁
寧
な
対
応
を
。

答
　
国
の
動
向
も
注
視
し

つ
つ
、必
要
な
周
知
や
広
報

を
迅
速
に
実
施
し
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

問
　
重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
活
用
し
て
、モ
ッ
ク
ル
コ

イ
ン
発
行
な
ど
市
民
生
活

を
直
接
応
援
す
る
施
策
の

実
行
を
。

答
　
子
育
て
世
帯
を
中
心

と
し
た
生
活
支
援
や
、市
内

の
事
業
所
、事
業
者
へ
の
支

援
な
ど
、実
情
に
合
わ
せ
効

果
的
な
事
業
を
検
討
し
て

い
る
。

公
園
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
。

問
　
寺
ケ
池
公
園
の
指
定
管

理
者
の
変
更
で
魅
力
あ
る
公

園
と
な
る
の
か
。

答
　
魅
力
向
上
、に
ぎ
わ
い

づ
く
り
を
図
る
た
め
の
取
組

と
し
て
、春
市
等
の
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、各
種
講
座
の
定

期
的
な
開
催
、七
夕
や
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
な
ど
の
季
節
に
応
じ

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
提

案
し
て
い
る
。

問
　
令
和
6
年
度
か
ら
、今

後
の
時
代
に
合
っ
た
公
園
づ

く
り
を
行
う
た
め
の
公
園
ス

ト
ッ
ク
再
編
事
業
に
よ
り
、

市
内
の
公
園
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
目
指
す
べ
き
公
園
整
備

を
行
う
こ
と
に
よ
り
公
園
利

用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

様
々
な
世
代
の
方
々
が
集
ま

り
、憩
い
、ま
た
遊
び
を
楽
し

め
る
場
所
と
な
る
よ
う
事
業

を
進
め
て
い
く
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
。

問
　
本
市
の
誇
る
子
育
て
施

設「
あ
い
っ
く
」の
さ
ら
な
る

有
効
活
用
は
。

答
　
数
少
な
い
駅
前
直
結
型

の
子
育
て
支
援
総
合
施
設
と

し
て
、地
域
子
育
て
支
援
事

業
や
幼
児
健
全
発
達
支
援
事

業
な
ど
6
つ
の
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。今
後
は
、保
育
施

設
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、子
育

て
世
代
だ
け
で
な
く
、多
世

代
も
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る

子
育
て
の
ま
ち
河
内
長
野
を

目
指
し
て
い
く
。

問
　
お
む
つ
宅
配
便
制
度
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
財
源
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、他
市
の
状
況
や
事

業
の
効
果
性
を
勘
案
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　
第
3
子
以
降
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
、無
条
件
で
保
育

料
を
無
償
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
無
条
件
で
の
保
育
料
の

無
償
化
を
実
施
す
る
と
国
基

準
を
超
え
る
軽
減
措
置
と
な

り
、財
源
は
全
額
市
の
負
担

と
な
る
。経
費
と
し
て
、保
育

料
減
免
額
が
年
間
2
千
900
万

円
の
ほ
か
、制
度
導
入
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
も

必
要
と
な
り
、単
独
財
源
で

の
事
業
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
の
指
定
管
理
者
制
度
が
生

か
さ
れ
て
い
な
い
。

問
　
導
入
方
法
や
基
準
に
つ
い

て
見
直
す
時
期
で
は
な
い
か
。

答
　
そ
の
施
設
が
指
定
管
理

者
制
度
の
活
用
に
適
し
た
施

設
か
ど
う
か
、活
用
す
る
場

合
に
は
、導
入
方
法
や
基
準

等
に
つ
い
て
、改
め
て
施
設

を
所
管
す
る
担
当
部
局
と
共

に
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

施
設
管
理
の
検
証
と
指
定
管

理
者
か
ら
の
施
設
管
理
に
関

す
る
意
見
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
、必
要
に
応
じ
て
施
設

管
理
の
方
法
の
見
直
し
や
指

針
の
改
正
な
ど
対
応
し
て
い

き
た
い
。

本
市
の
青
少
年
健
全
育
成
の

今
後
に
つ
い
て
。

問
　
青
少
年
指
導
員
は
足
り

て
い
る
の
か
。ま
た
、確
保
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
青
少
年
指
導
員
は
現
在
、

定
数
90
名
に
対
し
て
、令
和

5
年
度
に
委
嘱
し
た
人
数
は

77
名
と
、13
名
不
足
し
て
い

る
。人
員
不
足
に
加
え
て
、平

均
年
齢
が
60
歳
を
超
え
、高

齢
化
が
進
み
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
、新
た
に

青
少
年
指
導
員
を
担
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、地
域
の
青

少
年
活
動
や
P
T
A
活
動
経

験
者
な
ど
、青
少
年
の
指
導

育
成
に
関
し
て
理
解
の
あ
る

方
に
働
き
か
け
を
強
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。さ

ら
に
、近
隣
の
高
校
や
大
学

に
学
び
の
森
や
青
少
年
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、ジ
ュ
ニ

ア
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
青
少
年

指
導
員
の
活
動
へ
の
参
加
協

力
を
呼
び
か
け
、青
少
年
リ
ー

ダ
ー
組
織「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

パ
ル
」の
活
動
支
援
を
通
し

若
い
世
代
の
確
保
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

令
和
6
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
つ
い
て
。

問
　
少
年
野
球
な
ど
の
利
用

団
体
の
要
望
に
対
し
て
、施

設
は
十
分
確
保
で
き
た
の
か
。

ま
た
、長
期
の
再
編
で
の
整

備
構
想
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
、市
の
見
解
は
。

答
　
令
和
6
年
度
の
利
用
調

整
会
議
が
あ
り
、最
後
の
赤

峰
と
い
う
こ
と
で
、集
中
し

て
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
大
会
を
入

れ
て
い
る
。短
期
の
面
で
は

遺
漏
の
な
い
よ
う
に
、中
長

期
的
に
は
安
定
し
て
で
き
る

場
所
、長
期
的
に
は
、赤
峰
市

民
広
場
は
広
範
な
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
あ
る
た
め
、ど
う
い
っ

た
形
で
用
地
確
保
し
て
い
く

か
が
問
題
で
あ
る
。全
市
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
連
動
や
、

下
里
地
区
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
人
工
芝
の
球
技
場
と
の

関
連
を
ど
う
考
え
る
か
で
い

ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
出
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

公
明
党

　
奥
井
　
良
一

物
価
高
騰
か
ら
市
民
を
守
る

個人質問

子育て支援の拠点

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　
　
堀
川
　
和
彦

子
育
て
支
援
が
、人
口
減
少
対
策
の
切
り
札

個人質問

たばこのポイ
捨てを無くし
て、き れ い な
まちを目指す

青少年健全育成活動の様子
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個人質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

日
本
共
産
党

　
宮
本
　
哲

指
定
管
理
者
制
度
の
あ
り
方
を
見
直
せ

個人質問

2
0
2
5
年
4
月
開
催
予

定
の「
大
阪
・
関
西
万
博
」は

会
場
建
設
費
が
当
初
計
画
の

1
・
9
倍
に
上
振
れ
し
、国

民
・
府
民
の
負
担
が
膨
張
し

て
い
る
。各
社
の
世
論
調
査

で
も
万
博
は「
不
要
」、「
反
対
」

な
ど
の
声
が
あ
る
。

問
　
市
税
を
投
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
。

答
　
万
博
の
取
組
を
通
じ
た

有
機
的
な
つ
な
が
り
が
、市
民

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
、事
業

者
、団
体
の
活
動
を
活
発
に
す

る
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
併
せ

て
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸

成
し
、万
博
が
終
わ
っ
た
後
も

継
続
的
に
つ
な
が
り
を
深
め

な
が
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
く
。

問
　
児
童
生
徒
の
入
場
料
や

交
通
費
を
自
治
体
で
負
担
す

る
動
き
が
あ
る
が
、本
市
は

ど
う
か
。

答
　
府
教
委
よ
り
、未
来
社

会
の
革
新
的
な
技
術
や
サ
ー

ビ
ス
を
直
接
体
験
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
将
来
に
向
け
た
夢

と
希
望
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、府
内
の
小
中
学

校
等
に
通
う
児
童
・
生
徒
を

無
料
で
招
待
す
る
こ
と
、ま

た
会
場
へ
の
交
通
費
は
事
業

に
含
ま
れ
な
い
と
通
知
が

あ
っ
た
。

令
和
5
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進

補
助
金
制
度
の
申
請
状
況
と
予

算
の
消
化
率
に
つ
い
て
。

問
　
申
請
を
増
や
す
策
は
。

答
　
個
人
向
け
は
、ス
タ
ー
ト

を
早
め
る
工
夫
等
を
し
た
い
。

事
業
系
は
、募
集
要
件
を
緩
和

す
る
方
向
で
見
直
し
た
い
。

問
　
政
府
の
C
O
²
削
減
の

新
目
標
値
を
達
成
す
る
策
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
C
O
O
L
　
C
H
O
I
C
E

に
加
え
、脱
炭
素
に
向
け
た

新
し
い
国
民
運
動
で
あ
る
デ

コ
活
に
よ
る
啓
発
運
動
や
環

境
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

市
内
の
投
票
所
に
つ
い
て
。

日
本
共
産
党

　
丹
羽
　
実

開
催
危
う
い
万
博
へ
の
税
金
投
入
を
や
め
よ

個人質問

増え続ける費用

　
工
藤
　
敬
子

一
生
涯
住
み
続
け
て
も
ら
え
る
河
内
長
野
に

個人質問市
の
魅
力
向
上
つ
い
て
。

問
　
大
規
模
公
園
の
整
備
に

つ
い
て
、車
い
す
で
遊
具
が

使
え
る
か
、全
て
の
遊
具
に

車
い
す
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

の
か
。

答
　（
仮
称
）南
花
台
中
央
公

園
は
、園
路
際
全
体
に
遊
具

を
ち
り
ば
め
て
お
り
、車
い

す
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
可
能

で
あ
る
。人
研
ぎ
滑
り
台
も
、

車
い
す
で
も
上
が
れ
る
場
所

を
設
け
、伝
声
管
も
色
々
な

高
さ
で
検
討
。誰
で
も
ト
イ

レ
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
大
人

用
の
ベ
ッ
ド
の
設
置
、男
子

ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
設

置
、男
性
が
子
ど
も
の
お
む

つ
を
替
え
る
場
所
の
設
置
は

計
画
に
入
れ
て
い
る
。さ
ら

に
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
確

認
し
な
が
ら
進
め
、市
の
魅

力
向
上
に
努
め
る
。

問
　
ワ
ー
ク
ワ
ク
ワ
ク
河
内

長
野
の
実
績
と
今
後
は
。

答
　
参
加
企
業
間
の
つ
な
が

り
強
化
や
異
業
種
交
流
の
促

進
、新
規
雇
用
の
創
出
な
ど

を
目
指
し
、令
和
4
年
度
か

ら
開
催
。27
社
の
事
業
者
が

参
画
し
、イ
ズ
ミ
ヤ
ゆ
い
テ

ラ
ス
な
ど
に
約
600
名
の
来
場

が
あ
っ
た
。今
後
は
、認
知
度

向
上
や
参
加
事
業
者
の
拡
大

等
を
図
る
と
と
も
に
、大
阪
・

関
西
万
博
と
連
携
し
、市
内

事
業
者
の
魅
力
を
広
く
発
信

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
努
め

て
い
く
。

環
境
問
題
に
配
慮
し
た
河
内

長
野
市
へ
。

問
　
本
市
は「
も
っ
た
い
な
い

市
」や「
ぐ
る
ぐ
る
マ
ル
シ
ェ
」

で
リ
ユ
ー
ス
を
推
進
し
て
い

る
が
、粗
大
ご
み
の
リ
ユ
ー
ス

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答
　
本
市
は
、ご
み
の
リ
デ

ユ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
基
本
方
針
と
し
、

3
R
を
推
進
。粗
大
ご
み
の

リ
ユ
ー
ス
に
は
様
々
な
課

題
が
あ
り
、実
現
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、粗
大
ご
み
リ

ユ
ー
ス
の
取
組
は
S
D
G
s

の
観
点
か
ら
も
時
代
に
即

し
、有
意
義
な
取
組
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、本
市
の

状
況
に
最
も
適
し
た
事
業
の

展
開
を
検
討
し
て
い
く
。車いすの方も、子育てパパも

楽しめる公園に！

指
定
管
理
者
制
度
の
根
本
的

な
問
題
は
。

問
　
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル
の

正
常
化
に
向
け
て
早
急
な
対

応
を
。ま
た
、こ
の
問
題
を
幹

部
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
指
定
管
理
者
に
対
し
て

強
く
改
善
を
求
め
て
い
る
。

関
係
部
署
と
定
期
的
な
会
議

を
行
い
、両
副
市
長
と
も
共

有
を
図
っ
て
い
た
が
、幹
部

職
員
全
て
に
は
共
有
で
き
て

い
な
か
っ
た
。こ
の
件
に
つ

い
て
、部
長
会
議
で
現
状
と

対
応
状
況
等
に
つ
い
て
報
告

を
行
っ
た
。

問
　
指
定
管
理
で
は
民
間
の

理
念
と
相
容
れ
な
い
事
業
が

あ
る
の
で
は
。見
直
す
べ
き
。

答
　
見
直
す
べ
き
事
由
が
生

じ
た
と
き
は
、管
理
の
あ
り

方
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

問
　
寺
ケ
池
公
園
に
も
同
様

の
課
題
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
指
定
管
理
者
は
、民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
が
可
能

な
こ
と
等
か
ら
、有
効
な
手

法
と
考
え
て
い
る
。モ
ニ
タ

リ
ン
グ
制
度
等
を
活
用
し
、

管
理
運
営
の
状
況
を
確
認
し

て
い
く
。

南
花
台
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
に
関
わ
っ
て
。

問
　
建
設
費
に
充
て
る
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

の
見
通
し
と
環
境
変
化
に
よ

る
リ
ス
ク
回
避
の
方
法
は
。

答
　
事
業
費
を
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
で
賄
え
る
見
込
み

で
あ
る
。国
庫
補
助
額
や
社
会

情
勢
等
の
変
化
を
早
く
捉
え

る
こ
と
で
、リ
ス
ク
を
最
小
限

に
抑
え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
女
子
チ
ー
ム
の
誘
致
に
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
。

答
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
や
授
乳
室
等
、性
別
を
問

わ
ず
子
育
て
し
や
す
い
施
設

を
設
計
し
て
い
る
。チ
ー
ム

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
生
か

し
、全
て
の
人
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

特
定
空
家
に
指
定
さ
れ
ず
と

も
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
空
き
家
等
の
対
応
は
。三日市市民ホールが入る

フォレスト三日市
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令和6年3月1日   第263号個人質問

本
市
の
公
園
・
緑
地
を
取
り
巻

く
現
状
は
。

問
　
寺
ケ
池
公
園
と
都
市
公

園
の
管
理
者
分
割
の
理
由

は
。
ま
た
、
効
果
の
見
込
み

と
指
定
管
理
料
の
算
出
根

拠
は
。

答
　
河
内
長
野
市
み
ど
り

の
基
本
計
画
の
方
針
を
踏

ま
え
、指
定
管
理
者
を
分
割

し
て
選
定
し
た
。寺
ケ
池
公

園
は
、賑
わ
い
創
出
に
よ
る

魅
力
向
上
や
交
流
人
口
の

増
加
、都
市
公
園
は
、効
率
・

効
果
的
な
管
理
運
営
に
よ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
。
指
定
管
理
料
は
、
従

前
の
実
績
や
公
共
歩
掛
り

な
ど
を
参
考
に
算
出
し
た
。

問
　（
仮
称
）
南
花
台
中
央

公
園
と
南
花
台
内
都
市
公

園
集
約
再
編
の
進
捗
は
。

答
　
現
状
、集
約
や
再
整
備

の
公
園
は
未
決
定
。（
仮
称
）

南
花
台
中
央
公
園
の
整
備

に
よ
る
ま
ち
の
変
化
を
捉

え
、地
域
の
意
見
を
十
分
に

踏
ま
え
、ま
ち
づ
く
り
の
効

果
性
を
基
に
総
合
的
に
判

断
し
た
い
。

問
　
開
発
団
地
緑
地
の
土
砂

崩
れ
が
多
発
し
て
い
る
が
、

原
因
把
握
と
予
防
措
置
は
。

答
　
土
砂
崩
れ
の
原
因
は
、

箇
所
毎
に
状
況
が
異
な
り
、

詳
細
な
原
因
把
握
は
困
難

だ
が
、短
時
間
の
ゲ
リ
ラ
豪

雨
等
が
原
因
と
考
え
る
。予

防
措
置
は
、近
隣
住
民
へ
の

影
響
等
を
考
慮
し
優
先
順

位
を
設
け
、対
策
工
事
を
順

次
実
施
し
て
い
る
。

本
市
の
転
入
転
出
の
状
況
に

つ
い
て
。

問
　
近
年
の
転
入
転
出
に
お

け
る
推
移
状
況
は
。

答
　
令
和
5
年
11
月
末
時

点
で
転
入
が
1
千
700
人
、転

出
が
1
千
784
人
と
、そ
の
差

は
僅
か
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
転
入
促
進

策
の
評
価
と
今
後
の
取
組
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
様
々
な
補

助
制
度
を
実
施
し
、累
計
で

約
千
世
帯
が
転
入
し
た
。こ

れ
ま
で
の
効
果
的
な
取
組

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、暮
ら

し
た
く
な
る
ま
ち
へ
の
転

換
を
図
り
た
い
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
う
。

問
　
市
長
と
し
て
公
務
を
優

先
す
べ
き
で
あ
り
、自
民
党

大
阪
府
第
15
選
挙
区
支
部
長

と
の
両
立
は
厳
し
い
の
で
は
。

答
　
常
に
公
務
を
優
先
し
て

い
る
。公
務
を
優
先
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

問
　
任
期
を
全
う
す
る
と
い

う
考
え
は
今
も
変
わ
ら
な
い

の
か
。

答
　
一
貫
し
て
お
答
え
し
て

い
る
が
、任
期
を
全
う
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
退
職
金
に
つ
い
て
、市

に
は
寄
与
せ
ず
、全
額
も
ら

う
と
い
う
考
え
で
変
わ
ら
な

い
か
。

答
　

1
期
目
は
退
職
金
を
一

銭
も
頂
い
て
い
な
い
。今
回

に
関
し
て
は
、賃
金
上
昇
等
、

色
々
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
い

る
中
、放
棄
す
る
必
要
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
先
に
辞
任
し
て
、予
算

は
新
し
い
市
長
に
委
ね
る
方

が
良
い
と
思
う
が
。

答
　
市
長
の
役
割
は
、各
部

署
が
実
施
し
た
い
事
業
の
調

整
事
で
あ
る
が
、現
在
、自
由

度
の
高
い
予
算
配
分
を
行
う

余
裕
は
全
く
な
く
、大
き
な

ビ
ジ
ョ
ン
よ
り
も
職
員
か
ら

の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
推
進
し

て
い
る
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
。

問
　
欠
席
連
絡
ア
プ
リ
は
ど

う
い
っ
た
効
果
が
あ
る
か
。

答
　
子
ど
も
の
欠
席
連
絡
な

ど
の
情
報
を
保
護
者
が
ア
プ

リ
に
入
力
し
て
学
校
と
や
り

取
り
す
る
よ
う
な
仕
組
み
で
、

導
入
前
と
比
較
し
、電
話
連
絡

の
本
数
が
か
な
り
減
っ
た
。そ

れ
に
よ
り
、教
員
の
早
朝
の
時

間
に
余
裕
が
生
ま
れ
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
、令
和
5
年
度

中
に
市
内
学
校
で
順
次
導
入

を
進
め
て
い
る
。

問
　
学
校
と
保
護
者
と
の
ト

ラ
ブ
ル
で
教
員
の
時
間
が
割

か
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

専
門
性
に
長
け
た
人
材
の
活

用
も
一
つ
で
は
な
い
か
。

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
現
状
と
課
題
を
問
う
。

答
　
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件

数
は
年
々
増
加
し
、そ
の
内

容
も
複
雑
化
す
る
と
と
も
に
、

求
め
ら
れ
る
役
割
は
よ
り
高

度
化
し
て
い
る
。さ
ら
な
る

セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
の
た

め
、専
門
職
の
資
質
向
上
や

安
定
し
た
人
材
の
確
保
等
に

つ
い
て
支
援
を
続
け
て
い
く
。

問
　
2
0
2
4
年
介
護
保
険

制
度
改
正
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
制
度
の
持
続
可
能
性
を

確
保
す
る
た
め
に
、一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
被
保
険
者

の
2
割
負
担
の
判
断
基
準
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
、被
保
険
者
に

つ
い
て
は
、自
己
負
担
が
2

割
と
な
る
人
の
範
囲
が
拡
大

す
る
こ
と
と
な
る
。

公
立
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
促
進
に
つ
い
て
。

問
　
文
部
科
学
省
に
お
い

て
、「
公
立
学
校
施
設
の
空
調

（
冷
房
）設
備
の
今
後
に
つ
い

て
」
を
公
表
し
、
自
治
体
に

対
し
て
、避
難
所
の
役
割
を

担
う
体
育
館
の
空
調
設
置
及

び
断
熱
性
確
保
を
進
め
る
よ

う
要
請
す
る
と
と
も
に
、学

校
施
設
改
善
交
付
金
の
1
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
エ
ア
コ
ン
設

置
に
要
す
る
経
費
へ
の
補
助

率
を
3
分
の
1
か
ら
2
分
の

1
に
引
き
上
げ
、自
治
体
へ

の
検
討
を
進
め
る
よ
う
促
し

て
い
る
。子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
の
改
善
や
、災
害
時

の
熱
中
症
リ
ス
ク
低
減
を
考

え
、早
期
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
求
め
る
が
、市
の
見
解
は
。

答
　
当
該
補
助
金
は
断
熱
性

確
保
の
工
事
を
併
せ
て
実
施

す
る
な
ど
の
要
件
が
あ
り
、

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。引
き
続
き
、本

市
に
と
っ
て
優
位
な
補
助
金

の
活
用
を
含
む
財
源
確
保
に

向
け
た
課
題
の
整
理
を
行
い

な
が
ら
、早
期
導
入
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
く
。

大
阪
維
新
の
会

　
西
田
　
善
延

河
内
長
野
市
の
発
展
の
た
め
に

個人質問

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　  

峯
　
満
寿
人
　

戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

個人質問

　
土
井
　
昭

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

個人質問

市民の生活にも直結する
公園管理は適切に

教員が子どもと向き合う時間の確保が重要

地域包括ケア
システムの
構築を！
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個人質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

　令和 6 年 1 月臨時会が 1 月 30 日に開かれました。市長からは、令和 5 年度河内長野市一般会計補正予算（第 8 号）の予
算案 1 件が提出され、可決されました。

令和 6 年  1 月臨時会
■令和５年度河内長野市一般会計補正予算（第８号）を可決

　
若
林
　
靖

河
内
長
野
を「
日
本
一
優
し
い
ま
ち
」へ

個人質問
「
働
く
人
に
優
し
い
ま
ち
」

へ
。本
市
の
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
。

問
　
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

で
家
を
お
持
ち
の
方
と
定

義
さ
れ
て
い
る「
空
き
家
予

備
軍
」の
本
市
の
世
帯
数
等

は
。

答
　

4
千
260
戸
あ
り
、総
件

数
4
万
6
千
310
戸
の
約
1

割
に
あ
た
る
。本
市
は
、「
空

き
家
予
備
軍
」の
割
合
が
府

内
33
市
の
中
で
一
番
高
い
。

問
　「
空
き
家
予
備
軍
」
の

対
策
に
つ
い
て
。

答
　
開
発
団
地
の
自
治
会

と
連
携
し
、
南
ケ
丘
等
で

住
民
向
け
の
空
き
家
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。今
後
も

定
期
的
に
開
催
に
向
け
て

調
整
を
続
け
て
い
く
。

「
お
年
寄
り
に
優
し
い
ま

ち
」へ
。認
知
症
対
策
に
つ

い
て
。

問
　
認
知
症
予
防
に
効
果
の

あ
る
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
。

答
　
英
語
の
コ
グ
ニ
シ
ョ

ン（
認
知
）
と
エ
ク
サ
サ
イ

ズ（
運
動
）
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
。運
動
で
脳
を
活
性

化
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、認
知

症
の
予
防
や
発
生
を
遅
ら

せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

国
の
機
関
が
開
発
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
指
す
。

問
　
高
齢
者
は
増
え
て
い
る

が
老
人
会
は
減
っ
て
い
る
。

老
人
会
は
介
護
予
防
、医
療

費
削
減
、生
き
生
き
し
た
活

動
に
欠
か
せ
な
い
と
思
っ

て
い
る
が
、本
市
の
老
人
会

の
推
移
は
。

答
　
令
和
3
年
は
80
、令
和

4
年
は
78
、令
和
5
年
は
74

ク
ラ
ブ
と
減
少
傾
向
で
あ
る
。

問
　
介
護
予
防
教
室
や
も
の

忘
れ
相
談
の
開
催
頻
度
と

場
所
は
。

答
　
介
護
予
防
教
室
は
2
種

類
あ
り
、1
つ
目
は
地
域
主

体
で
、自
治
会
館
等
で
年
に

6
回
か
ら
8
回
程
度
の
開
催

を
推
奨
し
て
い
る
。2
つ
目

は
市
主
催
で
、キ
ッ
ク
ス
等

で
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
12
回
1

セ
ッ
ト
で
2
ク
ー
ル
実
施
し

た
。も
の
忘
れ
相
談
会
は
市

役
所
等
の
公
共
施
設
で
5
回

開
催
し
た
。

お年寄り・働く人に優しい施策

３月定例会の日程（予定）
 2月29日（木） 午後1時 本会議
 3月11日（月） 午前10時 本会議(一般質問)
 12日（火） 午前10時 本会議(一般質問)
 14日（木） 午前10時 福祉教育常任委員会
  午後1時 都市環境・
   経済常任委員会
 15日（金） 午前10時 総務常任委員会
 18日（月） 午後1時 予算常任委員会
 19日（火） 午前10時 予算常任委員会
 21日（木） 午前10時 予算常任委員会
 22日（金） 午前10時 予算常任委員会
 26日（火） 午後1時 本会議

詳しくは☎53-1111（市役所代表）
議会事務局へお問い合わせください。

視察記録（令和5年11月14日〜）

1月18日
視察者 神奈川県相模原市議会
 子どもと高齢者などの支援に関する
 特別委員会　議員8名
調査事項 グリーンスローモビリティを用いた
 移動支援「クルクル」について

1月25日
視察者 東京都羽村市議会
 総務委員会　議員6名
調査事項 地域住民主体の運営体制を構築している
 南花台モビリティ「クルクル」について

1月31日
視察者 福岡県福津市議会
 新政会会派、ミモザの会会派、無会派議員
 合同　議員7名
調査事項 グリーンスローモビリティについて

2月1日
視察者 千葉県八千代市議会
 公明党会派　議員4名
調査事項 グリーンスローモビリティについて

当市へ視察

※令和６年１月臨時会は全議案が全会一致で可決されたため、賛否が分かれた議案はありませんでした。このため、「議案等に対する各議員の態度」は掲載しておりません。

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

議　案
第１号

令和５年度河内長野市
一般会計補正予算（第８号） 承認

歳入歳出予算及び繰越明許費の補正。歳入歳出それぞれ３億403万１千円の追加で、予算総額は、
428億８,278万８千円となる。主な歳出は、物価高騰対応重点支援給付金給付事業として、住民税
均等割のみ課税世帯に対し、一世帯あたり１０万円を、また住民税非課税世帯及び均等割のみ課税
世帯への子ども加算分として、18歳以下の児童一人あたり５万円を給付する。
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令和6年3月1日   第263号

 11月14日 福祉教育常任委員協議会
  各派幹事長会議
 15日 都市環境・
  経済常任委員協議会
 16日 総務常任委員協議会
 24日 議会運営委員会
  各派幹事長会議
 29日 福祉教育常任委員会
  本市の施策・取組状況に
  関する現地視察
  （子ども・子育て総合
  センター「あいっく」・
  子育て世代包括支援
  センター☆ゆめっく☆）
 12月1日 本会議（第1日）
  広報委員会
 12日 本会議（第2日）
 13日 議会運営委員会
  本会議（第3日）
 15日 福祉教育常任委員会
  都市環境・経済常任委員会
  各派幹事長会議
 18日 総務常任委員会
  予算常任委員会
  各派幹事長会議
 19日 議会運営委員会
 20日 本会議（第4日）
  予算常任委員会
  議会運営委員会
 25日 福祉教育常任委員協議会
令和6年
 1月12日 各派幹事長会議
 23日 議会運営委員会
  各派幹事長会議
 24日 広報委員会
 30日 福祉教育常任委員協議会
  本会議（第1日）
  予算常任委員会
  議会運営委員会
 2月9日 広報委員会

〇 下水サーベイランス事業の実施
を求める意見書

〇 脱炭素と自然再興に貢献する循
環型経済の推進を求める意見書

議会日誌（令和 5 年 11 月〜）

※可決には了承・承認・認定を含んでいます。 否決には不採択を含んでいます。
※議員は、上記の会議のほか、研修会の参加や委員会の行政視察、また会派の調査・研究活

動を行っています。これ以外にも日常活動として市民の皆様からの市政に関する相談に応
じるなど多面にわたる活動を行っています。

※可決した意見書は関係
機関に送付しました。

議会活動状況 （令和 5 年）

区　分 会期日数 会議日数 代表質問 個人質問　傍聴者
1月 臨 時 会 1日 1日 － － 0人
3月 定 例 会 27日 4日 4人   10人 45人
5月 臨 時 会 1日 1日 － － 0人
6月 定 例 会 26日 5日 － 15人 48人
9月 定 例 会 26日 4日 4人 11人 72人
12月 定 例 会 20日 4日 － 15人 39人
合 計 101日 19日 8人 51人 204人

区　分 開催日数 傍聴者会期中 閉会中
総 務 常 任 委 員 会 5日 － 0人
都市環境・経済常任委員会 5日 － 2人
福 祉 教 育 常 任 委 員 会 7日 － 6人
予 算 常 任 委 員 会 11日 － 2人
決 算 常 任 委 員 会 3日 － 0人
議 会 運 営 委 員 会 10日 7日 －

合　　　計 41日 7日 10人

提出者 区　分 審議結果
可　決 否　決

市 長

条 例 47件 －
予 算 30件 －
決 算 8件 －
専 決 処 分 4件 －
そ の 他 32件 －

合　　　計 121件 0件

議 員

条 例 1件 －
規 則 － －
予 算 2件 3件
意 見 書 10件 －
決 議 － －
そ の 他 8件 －

合　　　計 21件 3件
請　　　願 　1件 －

区　分 開催日数
会期中 閉会中

総 務 常 任 委 員 協 議 会 － 2日
都市環境・経済常任委員協議会 － 3日
福 祉 教 育 常 任 委 員 協 議 会 － 4日
全 員 協 議 会 － 6日
特 別 全 員 協 議 会 － －
各 派 幹 事 長 会 議 9日 13日
広 報 委 員 会 5日 9日

合　　　計 14日 37日

◎本会議

◎委員会

◎審議状況

◎協議会及びその他の会議

意 見 書

意見書の内容
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河内長野市内
374件
98.9%

大阪府内
（河内長野市外）3件
0.8%

大阪府外 １件
0.3%

アンケート結果

「市議会だより」に関するLINEアンケート結果について
　令和5年11月8日〜11月24日までの間、河内長野市役所LINE公式アカウントを活用し
たアンケートを実施し、友だち登録いただいている方にご協力をお願いしましたところ、378
名の方からご回答をいただくことができました。ご協力いただき誠にありがとうございました。
　なお、市HPでも結果を公表しておりますので、「その他（自由記述）」としていただいたご意
見については、そちらをご覧ください。

0%
0 10 20 30 40 50

164件

165件

49件

0件

13%

43.7%
43.4%毎号

読んでいる
ときどき
読んでいる
あまり

読んでいない
まったく

読んでいない

0 5 10 15 20 25 30 35

11.1%
22.5%

29.6%

27.8%
17.5%

34.4%
9.5%

66件文字が多い

文字が小さい

イラストや写真が少ない

レイアウトが悪い

その他

記事の内容がわかりにくい

105件

36件表紙裏表紙以外が
フルカラーではない

112件

85件

42件

130件

0 10 20 30 40 50 60

1.3%
20.4%

13.8%

7.8%
56.6%

30件とても良い

普通

もっと工夫が必要

214件

52件

77件印象がない

5件その他

0 5 10 15 20 25 30 35

10歳未満 0件
10～19歳 4件
20～29歳 8件
30～39歳 41件
40～49歳 49件
50～59歳 68件
60～69歳 85件
70歳以上 123件

0%
1.1%
2.1%
10.8%
13%

18%
22.5%

32.5%

0 10 20 30 40 50 60 70 80

31件読みやすい

普通

読みにくい

276件

68件

3件その他 0.8%

73%
18%

8.2%

0 10 20 30 40 50

49件その他

159件

39件

124件文字を少なくして、
イラストや写真を増やす

文字を大きくする
フルカラーに変更する

（現在は表紙・裏表紙のみカラー）

147件レイアウトを変える

特集記事を増やす

127件

13%
42.1%
38.9%

10.3%
33.6%

32.8%

0 10 20 30 40 50

役に立つ
親しみやすい
読みやすい
堅苦しい

読む気がしない
印象がない
その他

31.5%
9.5%
8.5%

13.8%
26.5%

5.8%

46.3%

35件
32件
175件
52件
100件
22件

119件

お住まいのエリアを教えてください。

「市議会だより」を読んでいますか。

「市議会だより」で読みにくいと感じる部分は
どこですか。（複数選択可）

「市議会だより」の表紙の印象はどうですか。

「市議会だより」を読みやすくするためには、
どうすればいいと思いますか。（複数選択可）

「市議会だより」全体の印象を教えて下さい。
（複数選択可）

年齢を教えてください。

「市議会だより」を読みやすいと感じますか。

1

3

5

7

2

4

6

8



市民のみなさんに市議会議員を身近に感じていた
だきたいという思いから、議席番号順に全議員を
クローズアップしていきます。

議員をやっていてよかったと思う時は。
市民や地域からの要望が実現し、喜んでいただけた
とき。
議員になろうとしたきっかけは。
奉仕活動の経験を活かして、市政発展のために貢献
したいと思っていた頃、地域の支援者から強く勧め
られたから。
議員という仕事をする上で心掛けていることは。
市民の声をよく聞き、相手の立場に立って行動する
こと。
好きな映画は。
ミッションインポッシブル。

議会がない時はどんな仕事をしていますか。
国・府・市の制度に合わせた政策立案など、むしろ
閉会中の方が忙しいです。
また、合間を縫って地場産業の「すだれ」の製造を
営んでいます。
議員をやっていてよかったと思う時は。
皆さんから頂いたご意見を施策に反映できた時。
最近挑戦していることは。
時間のある休日は夕食作り。
時折、#日曜は父ちゃん飯でインスタに投稿してい
ます。

議員議員のの横顔横顔

Q Q

A A

議席番号　

16
議席番号　

17土
ど い

井 昭
あきら

清見台在住

自民党・市民クラブ・無所属
議員の会

峯
み ね

 満
ま す と

寿人
天野町在住

Q

Q
A

A
Q

A

◆議員研修会◆
　令和5年11月16日（木）、「大津市議会のICT化の取組
みについて」をテーマに大津市議会へのオンライン視察研
修会を行いました。今回の研修会は、本市議会において検
討を進めている議会のデジタル化について、様々な議会改
革の取組みをされている大津市議会へのオンライン視察
となりました。大津市議会では、タブレットやグループウェ
ア導入はもちろんのこと、早い時期からの議場での電子採
決システムや150インチの大型スクリーンの導入など、
デジタル化についても先進的な取り組みをされており、特
に議場での一般質問の補足資料を150インチの大型スク
リーンと各議員のタブレットに映し出す会議同期システ
ムについて、出席した議員は大変興味深い様子でした。

　令和5年11月21日（火）、「デジタル化の現状及びその
運用方法について」をテーマに守口市議会への視察研修
会を行いました。守口市議会では、令和元年12月定例会
からタブレット端末と文書共有システムの導入を開始さ
れており、令和4年の更新時には導入効果の検証や次期
契約の仕様等を協議し、より実用的な運用を行っておら
れます。今回の研修会では、実際に一人一台タブレット端
末を操作し、文書共有システムの説明を受けながら操作
する場面もあり、議員にとって実感のある、より有意義な
時間となりました。

Q

A

市議会だよりは4万8千100部作成し、1部あたりの単価は15円40銭です。

Q

A


